
交
流
基
盤
充
実
の

効
果
を
最
大
限
に

活
か
す
取
組
み

交
流
人
口
の
拡
大

◆
交
流
拠
点
の
拡
充

新
和
倉
温
泉
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

 

（
仮
称
）の
整
備

６
億
２
，０
５
０
万
円

新
七
尾
市
街
地
西
地
区
の
整
備

１
億
３
，６
１
１
万
２
千
円

新
博
物
館
の
建
設５

０
０
万
円

新
城
山
Ｉ
Ｃ
付
近

 

案
内
看
板
の
設
置

６
５
１
万
６
千
円

◆
交
流
基
盤
を
軸
と
し
た

 

道
路
網
の
整
備

新
矢
田
郷
３
６
１
号
線

 

道
路
改
良
工
事

２
，１
７
０
万
９
千
円

新
東
湊
１
９
５
号
線

 

道
路
改
良
工
事

７
７
０
万
９
千
円

継
和
倉
２
号
線
道
路

 

改
良
工
事

２
，３
１
１
万
５
千
円

◆
二
次
・
三
次
交
通
の
確
保

拡
市
内
周
遊
バ
ス
の
充
実

７
６
０
万
円

継
の
と
鉄
道
利
用
促
進
等

 

対
策
支
援

３
，５
０
０
万
円

継
案
内
看
板
の
設
置

５
３
０
万
円

◆
マ
イ
ス（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）な
ど

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

継
合
宿
等
の
誘
致

１
，８
４
２
万
３
千
円

継
能
登
和
倉
万
葉
の
里

 

マ
ラ
ソ
ン

５
０
０
万
円

新
全
国
自
治
体
職
員

 

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

３
０
０
万
円

新
飛
鳥
Ⅱ
寄
港
に
対
す
る

 

取
組
み

１
０
０
万
円

新
全
日
本
ス
ナ
イ
プ
級

 

ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会

６
０
万
円

誘
客
の
促
進

◆
七
尾
の
魅
力
創
出
・
発
信

新
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京

 

へ
の
参
加

４
０
０
万
円

継
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の

 

招
へ
い

１
６
０
万
円

継
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

４
０
０
万
円

新
七
尾
城
跡
史
跡
指
定

 

80
周
年
記
念
事
業

５
７
４
万
円

新
図
説「
七
尾
市
の
歴
史
と

 

文
化
」の
作
成

９
７
２
万
円

移
住
定
住
の
促
進

◆
移
住
・
定
住
の
支
援

継
七
尾
市
移
住
定
住
促
進

 

連
絡
協
議
会

３
５
０
万
円

継
空
き
家
活
用
奨
励
金

１
５
０
万
円

継
七
尾
暮
ら
し
支
援

４
３
０
万
円

継
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
金

４
，１
０
０
万
円

継
若
者
定
住
賃
貸
住
宅

 

家
賃
補
助

４
２
０
万
円

地
域
資
源
を　
　

活
か
し
た　
　
　

産
業
の
振
興

◆
地
域
資
源
の
活
用

新
な
な
お
６
次
産
業
化

　

支
援
機
構（
仮
称
）の
設
立

拡
６
次
産
業
化
の
推
進

４
０
０
万
円

継
能
登
な
な
お
農
産
物
の

 

販
路
拡
大

１
３
３
万
２
千
円

新
七
尾
魚
地
産
地
消

 

強
化
の
取
組
み

７
０
万
円

新
七
尾
産
新
商
品
の
開
発

１
８
０
万
円

拡
販
路
開
拓
の
支
援

１
０
０
万
円

新
か
き
殻
利
活
用
施
設
の

 
運
営
助
成

４
５
０
万
円

◆
起
業
支
援

継
商
店
街
シ
ャ
ッ
タ
ー

 

オ
ー
プ
ン
事
業

６
０
０
万
円

継
創
業
者
へ
の
支
援

１
２
５
万
円

継
企
業
誘
致
の
推
進

２
７
２
万
６
千
円

継
企
業
立
地
に
対
す
る
助
成

２
７
２
万
５
千
円

新
七
尾
創
業
応
援

 

カ
ル
テ
ッ
ト
の
設
立

◆
農
林
水
産
業
の
振
興

拡
圃
場
整
備
の
促
進

６
，８
６
１
万
５
千
円

新
農
地
等
の

 

保
全
活
動
へ
の
支
援

１
，１
７
６
万
３
千
円

継
青
年
就
農
者
に
対
す
る
支
援

１
，５
０
０
万
円

新新規事業　拡拡充　継継続事業

平
成
26
年
度

当
初
予
算 

重
点
分
野
の
概
要

【
平
成
25
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
緊
急
経
済
対
策
を
含
む
】

平成26年第１回定例会概要

　第１回定例会は３月３日から３月25日までの会期で行われた。市長から提案された平成26年度一般
会計予算などの議案64件、請願３件が各常任委員会に付託され、審議された。最終日には各常任委員長
から委員会における審査の経過と結果が報告され採決を行った結果、議案は全て可決され、請願３件は
不採択となった。その後、追加議案３件、同意案１件の提案理由説明が行われ、採決した結果、同意され
た。また、意見書等に関する議会議案８件が提出され、全て可決され、市議会定例会を閉会した。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成2222222266666666666666666年年年年年年年年年年年年年年年年第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会概概概概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

平成26年度
当初予算を可決

一般会計予算
314億3,000万円

（対前年度比　6億4,000万円 2.0％減）

予算総額 649億1,253万4千円
（一般会計・特別会計・公営企業会計をあわせたもの）
（対前年度比　4億8,341万6千円 0.8％増）

地方税財政制度の大幅な改正もあり、市税や
地方交付税等の一般財源の総額は、平成25年
度と同程度の水準を確保できる見込みで、市
税では前年度比0.5％減の79億円、地方交付
税では前年度比0.4％増の109億7，500万円
を見込んでいる。

２６年度
当初予算歳入の概要

　『ふるさと七尾』発展のための施策に重点的な財源配分を
行い、『交流基盤充実の効果を最大限に活かす取り組み』、『地
域資源を活かした産業の振興』、『安全、安心、快適で暮らしや
すいまちづくり』、『里山里海を守り育てる人づくり』、『協働
のまちづくりと簡素で効率的な行政運営』の５つを柱とし
て、交流体感都市の実現に向けて、積極的に取り組んでいる。

２６年度
当初予算歳出の概要

〜
交
流
体
感
都
市
の
実
現
に
向
け
て
〜

区　　　分 予算額

一　　般　　会　　計 31,430,000

公
営
企
業
以
外
の
特
別
会
計

ケーブルテレビ事業特別会計 551,174

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6,946,078

後期高齢者医療保険特別会計 713,043

介 護 保 険 特 別 会 計 6,699,116

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 246,271

下 水 道 事 業 特 別 会 計 3,589,042

公設地方卸売市場事業特別会計 131,397

西 岸 財 産 区 特 別 会 計 118

小　　　　　計 18,876,239

公
営
企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 2,788,347

病 院 事 業 会 計 11,817,948

小　　　　　計 14,606,295

合　　　　　計 64,912,534

平成26年度当初各会計別歳入歳出予算案総括表
（単位：千円）

和倉温泉多目的グラウンドで開催された大会風景和倉温泉多目的グラウンドで開催された大会風景

2015年春
北陸新幹線金沢開業

能
（和倉温泉）

登ー東京
約3時間30分

議会だより 02議会だより03 議会だより03


